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ア

レ

ヴ
イ

ー

／
ア

レ

ヴ
イ

ー

リ

キ
の

認
識
と

政
治

　

　

　

宗
教
と

文．
化
の

問

佐

　
島

隆

　

ア

レ

ヴ
ィ

ー

と
い

う
概
念
に

は

多
様
な

多．
く
の

集
団
が
包

摂
さ
れ

て

お

り
、

歴

史
的

変
化
も
見
ら

れ

る
。

（
前
回
ま
で

の

本
会
で

報
告

。

）

ア

レ

ヴ

イ

ー

と

い

う
言
葉
は

、

ア

ラ

ビ

ア

語
の

同
じ
意
味
の

ア

ラ

ウ
ィ

ip
・

馘

鼠

を
ト
ル

コ

語
に
す
る
と

ア

レ

ヴ
ィ

i
巴
o

≦

で

あ
る

こ

と
か
ら

、

ア

ラ

ウ

イ

ー

と
ア

レ

ヴ
ィ

ー

と

を

混
同
す
る

な

ど
、

研
究
者
に

混
乱
や
誤
解
も

あ

っ

た
。

　

例

え
ば

、

現
在、

ト

ル

コ

共
和
国
の

ア

ラ
ウ

ィ

i
（

ア

ラ

ブ
・

ア

レ

ヴ

ィ

ー

あ
る

い

は

ヌ

サ
イ

リ
ー

と

も．
言

わ

れ

る
）

は
、

ト
ル

コ

・

ア

レ

ヴ

イ

ー

と

同
じ

カ

テ
ゴ

リ
ー

で

く
く
ら

れ
る

こ

と

が
あ
る

が
、

イ
ス

ラ

ー

ム

の

一

分
派
ヌ

サ

イ
リ

i
派
で

あ
り、

シ

リ
ア

そ
し
て

ハ

タ

イ
か

ら

ト

ル

コ

に

来
た
ア

ラ

ブ

人
で

あ
る

に

も
関
わ

ら
ず、

ア

レ

ヴ
ィ

ー

で

く
く
ら

れ
る

こ

と
が

あ
る

。

そ
の

宗
教
共
同
体
の

指
導
者
は

シ
ェ

イ
ブ

と

い

い
、

コ

ー

ラ

ン

を

読
む

こ

と

が

あ
る

。

そ
の

系
統
を
ア

リ
ー

そ
し
て

十
ニ

イ
マ

ー

ム

に

結
び
つ

け
る

。

旋
舞
セ

マ

！

フ

や

楽
器
演
奏
者
も
な
く

、

ト
ル

コ

・

ア

レ

ヴ
イ

ー

と

は

異
な
る

G

　

ク

ル

ド
語
を
話
す
人
々

の

ア

レ

ヴ
イ

ー
、

ク
ル

ド
・

ア

レ

ヴ
イ

ー

も
ア

レ

ヴ
ィ

ー

と

し
て

考
え

ら
れ
る

。

ア

シ

レ

ト
⇔

包

話
什

（
父

系
の

親

族
集

団、
「

部
族
」

に

近
い
）

ご

と
に

異
な
る

例
が
見
ら

れ
、

例
え
ば
ア

シ

レ

ト
の

中
に

は
、

ア

レ

ヴ
イ

ー

か
ら
ス

ン

ニ

ー
・

イ
ス

ラ

ー
ム

に

変
わ
っ

た

例
を

聞
く
こ

と
が
あ
る

。

た
だ
し
ア

レ

ヴ
ィ

ー

の

儀
礼
等
の

指

導
者
は

セ

イ
ト、

セ

イ
デ

イ

等
と
言
わ
れ、

ア

シ

レ

ト
の

社
会
的
指

導
者
と

は
異
な

る
。

そ
の

諸

集
団
の

中
に

は
、

イ
ス

ラ

ー

ム

の

中
に

位
置
づ

け
よ

う
と
す

る

集
団
も
あ
れ

ば
、

近

年
ハ

ジ

ュ

ベ

ク

タ

シ

の

思
想
や
文

化
を

取
り
入
れ

よ

う
と
す
る

集
団
も

あ
る

。

例
え
ば、

ア

ド
ヤ
マ

ン

県
の

ク
ル

マ

ン

チ

方

言
（
ク

ル

ド

語
）

を

話
す
ア

レ

ヴ
ィ

i
集

団
の

中
に

は、

毎
年
行
わ

れ

る

ハ

ジ
・

ベ

ク

タ

シ
・

ヴ
ェ

リ

記

念
祭
に

行
き、

ア

ン

カ

ラ

の

ア

ナ

ド

ル
・

ア

レ

ヴ
ィ

f
の

協
会
支
部
を
作
っ

て

い

る
。

こ

こ

に

は
伝

統
的
に

保
持
し

て

い

る

儀
礼
や
考
え
方
が

あ
る

が
、

ハ

ジ
ュ

ベ

ク

タ

シ

の

文
化
を

取
り
入

れ
、

新
た

な
セ

マ

ー

フ

の

方
式
を
取

り
入
れ、

ベ

ク

タ

シ

か
ら

と

思
わ

れ

る

宗
教
的
思
想
の

影
響
を

受
け
て

い

る
。

ジ
ェ

ム

儀
礼
も
ク

ル

ド

語
と

ト

ル

コ

語
で

行
い
、

儀

礼
を

行
う
場

所
ジ
ェ

ム

エ

ヴ
ィ

6
Φ

B
Φ

訟

も、

権

利
と
し

て

要
求
す
る
よ

う
に

な
っ

た
。

こ

こ

三

十
年
ぐ
ら

い

の
一

つ

の

変

化
と
し

て
、

ア

ナ
ド
ル
・

ア

レ

ヴ

イ

i
（
ト

ル

コ

・

ア

レ

ヴ
イ

ー
）

の

影

響
が

強
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ

て

き
た

（

同
時
に
「

ク

ル

ド
」

も
表
明

し

て

い

る
）

。

　
「

ト
ル

コ

・

ア

レ

ヴ
ィ

ー
」

の

認
識
の

変
化
に

つ

い

て

見
て

み

る

と、

十
九

ー
二

十
世

紀
に

か

け
て、

「

ア

レ

ヴ
ィ

ー
」

概

念
は
、

様
々

な

多
様

な
集
団
を
内
包
す
る

概
念
で

あ
っ

た
。

ま
た
ア

レ

ヴ
ィ

ー

と
ベ

ク

タ

シ

が

結
び
つ

い

た、

あ
る

い

は

ベ

ク

タ
シ

の

要
素
の

影
響
を

受
け
て

い

る
。

（
こ

の

ベ

ク

タ

シ

の

要．
素
が

強
い

ア

レ

ヴ
ィ

ー

の

こ

と

を
ア

ナ
ド
ル
・

ア

レ

ヴ
イ

ー

と

言

う
こ

と

も

あ
る

。

）

一

九
八

〇
1
九
〇

年

代
に

な
る

と
、

政
府、

宗
務

庁
の

影
響
も
あ
り、

ス

ン

ニ

ー

化
の

現

象
も

見
ら

れ
る

が
、

ト
ル

コ

・

ア

レ

ヴ
イ

ー

（
ア

ナ

ド
ル
・

ア

レ

ヴ
イ

i）

と
い

う
ア

レ

ヴ

イ

ー

概
念
も

影
響
力
を
持
っ

て

い

く
。

毎
年
ハ

ジ
ュ

ベ

ク

タ

シ

町
で

行
わ

れ

る
ハ

ジ
・

ベ

ク

タ

シ
・

ヴ
ェ

リ

記
念

祭
や

組
織
さ

れ
た

ア

レ

ヴ
ィ

i
関
連

の

諸

組
織
な
ど
を
拠

り
所
と
し

て
、

さ

ら
に

は

ト

ル

コ

移
民
の

ド

イ
ツ

等
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の

西
欧
か
ら

新
た

に
つ

く
ら
れ
た

「

ト
ル

コ

・

ア

レ

ヴ
ィ

ー
」

が
、

逆
に

ト
ル

コ

に

影
響
を
与
え
た

。

特
に
一

九

九

三

年
の

ス

ィ

ヴ
ァ

ス

事
件
の

影

響
は

大
き
く、

そ
れ
以
降、

ア

レ

ヴ
ィ

ー

／
ア

レ

ヴ
ィ

ー

リ

キ

は

マ

ス

コ

ミ

に

も、

政

治
の

世
界
の

認
識
の

中
で

も
確
固
た

る

位
置
を

占
め

る

よ

う

に

な
る

。

近

年
の

二

〇

〇
九
−
一

〇

年
に

か
け
て

の

ア

レ

ヴ
ィ

ー

協
議
会

は

政
府
主

導
で

あ
る
こ

と

も
あ
っ

た

が、

こ

れ

ま
で

の

動
向
を

見
て

み

る

と
、

宗
教
と

文
化
の

間
で

（

そ
し

て

政

治
の

影
響
下

で
）

揺
れ

な
が

ら

も、

ア

レ

ヴ

イ

ー

／
ア

レ

ヴ
イ

ー

リ
キ

の

認
識
が
変
化
・

変
容
し

て

き
て

い

る

こ

と

を

示
す
も
の

で

も
あ
っ

た
。

　
［
科
研
費
課
題

「

ア

レ

ヴ
ィ

i
関
連
諸

集
団
と

ア

レ

ヴ

ィ

ー
・

エ

ス

ニ

シ

テ

ィ

の

生

成
と

展
開
」

（
課
題
番
号
b。

一

合
一

9b
。）
（
代
表
者
冖

佐
島

隆）

に

よ

る

成
果
の
一

つ

で

あ
る

。凵

グ
ロ

ー

バ

ル

化
の

中
の

イ
ス

ラ

ム

　
　
　

イ
ス

ラ

ム

の

市
場
価
値
化
を
め
ぐ
っ

て

八

　
木

　
久

美

子

　

現
在、

イ
ス

ラ

ム

世
界
の

各
地
で

新
し

い

タ

イ
プ
の

説
教

師
が

活
躍
し

て

い

る
。

こ

こ

で

焦
点
を

当
て

る

エ

ジ
プ
ト

で

は
、

「

新
し

い

説
教
師
」

、

「

モ

ダ
ン

な
説
教

師
」

な
ど
と

呼
ば

れ
て

い

る

が
、

そ
の

理

由
は
、

ス

タ

イ
ル

の

新
し
さ

以
上
に

、

社
会
的
に

ウ

ラ

マ

ー

と

認

知
さ
れ
な
い

人
物
が

イ

ス

ラ

ム

を

語
る

と
い

う
現
象
の

新
し

さ
に

あ
る

。

彼
ら
は
ウ

ラ

マ

ー

に

は

語
り
え
な
い

こ

と
を

語
り、

イ
ス

ラ

ム

的
言
説
の

可
能
性
を
広
げ
て

き

た
。

し

か
し

見
方
を

変
え
れ
ば
、

ひ
と
つ

の

問
題
が
浮
上
す
る

。

彼
ら
の

語

り
が
人
々

の

関
心
を

集
め

る

の

は

理

解
で

き
る

と

し
て

も
、

で

は

な

ぜ
、

そ
れ
が

イ
ス

ラ

ム

的
な
も
の

と

し
て

流
通
し

う
る

の

か
と
い

う
問
い

で

あ
る

。

　
こ

の

発
表
で

は
、

新
し

い

説
教
師
の

な
か
で

も
、

人
材
育
成
や

能
力
開

発
と

い

っ

た
、

通
常、

ビ

ジ

ネ
ス

界
の

関
心
事
項
と
さ
れ
る
分
野

、

つ

ま

り
伝
統
的
な

イ
ス

ラ

ム

の

言
説
と

は

最
も
親
和
性
が

低
い

と

思
わ
れ

る

分

野
で

活
躍
し

て

い

る

人
物
の

例
を

取
り
あ
げ
る

。

彼
ら
が
活
躍
す
る

最
大

の

場
は

も
ち
ろ

ん

テ

レ

ビ

で

あ
る

。

　
ア

ム

ル
・

ハ

ー

レ

ド

に

関
し

て．
言

う
と
、

彼
は

新
し
い

タ

イ
プ

の

説
教

師
を

代
表

す
る

人

物
と
し

て

評
価
は

確
立

し
て

い

る
。

そ
の

ハ

ー

レ

ド

が
、

昨
年
放
送
さ

れ
た

「

改
革
者
た

ち
」

と

い

う
番
組
で
、

番
組
の

狙
い

と
し

て

掲
げ
て

い

た
の

は
ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

活
動
を

成
功
さ
せ

る

た

め
の

技

術
の

伝
授
で

あ
っ

た
。

若
者
た
ち
が
チ

ー

ム

で

番
組
に

参
加
し、

限
ら
れ

た

時
間
と

資
金
を

使
っ

て、

孤

児
院
で

の

奉
仕
な

ど
、

与
え
ら

れ
た
テ

ー

マ

を
い

か

に

効
率
よ

く
成
し
遂

げ
る

か

が

競
わ

れ

た
。

勝
敗
を

決
め
る

上

で

重

視
さ

れ
た

の

が、

作

業
効
率

、

計
画
性
な
ど

き
わ
め

て

実
務
的
な
事

柄
で

あ
っ

た
こ

と
は
重
要．
で

あ
る

。

　
イ

ブ
ラ

ー

ヒ

ー

ム
・

ア

ル

ーー

フ

ィ

キ

ー

は
、

人

材
育
成

、

能
力
開
発
の

コ

ン

サ
ル

タ

ン

ト

で

あ
る

が
、

彼
が
「

成
功
の

道
（
方
法）
」

と
い

う
番

組
で

語
る

の

は
、

ビ

ジ

ネ
ス

界
で

成
功

す
る

た
め
の

具
体
的
な
ノ

ウ

ハ

ウ

以

外
の

な
に

も
の

で

も
な
い

。

そ
れ
に

も

拘
わ
ら

ず
、

こ

の

番
組
が

宗
教

的
な

番
組
と
受．
け

取
ら
れ

て

い

る

の

は
、

こ

れ
が
イ
ス

ラ

ム

を

専
門
と

す

る

チ

ャ

ン

ネ
ル

で

放
送
さ
れ
て

い

た
か

ら
で

あ
る

。

　
九
〇

年
代
に

衛
星
放
送
が
開
始
さ
れ

た

こ

と
で

チ

ャ

ン

ネ
ル

数
が

急
増

し、

テ

レ

ビ

の

世

界
に

市
場
原
理
が
入
り
込
ん
だ

が、

そ
れ
は

宗

教
に

特
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